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文字の並びをリンクアンカー化するWebカメラベースインタフェース
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あらまし ユーザーにとって快適なアプリケーションを考えたとき，インタフェースには即応性が要求される．我々は
高速なカメラベース文字認識技術を提案しているが，これを利用すれば新たな対話型インタフェースになり得ると考
えている．本デモでは Web カメラで撮影した環境中の文字を認識し，関連した情報を提供するシステムを提案する．
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Abstract It is necessary for an interface to have a rapid response in order to realize a comfortable application
for the user. We have proposed a real-time camera-based character recognition method, and we think that there is
a possibility to realize a new interactive interface with it. In this paper, we demonstrate a system which recognizes
characters captured with a webcam and offers related information.
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1. は じ め に

ユーザーの要件に応じて必要な情報を素早く提示する
ことはユーザーインタフェースにとって利便性にかかわ
る重要な要素である．我々は実時間カメラベース文字認
識 [1] を提案しているが，これを用いて環境中の文字を
実時間で認識できるとインタラクティブな情報取得イン
タフェースが実現するのではないかと考えている．
本稿では実時間カメラベース文字認識を用いた情報提

供システムを提案する．概要は図 1 に示す通りであり，
撮影した環境中の文字を認識し，文字の並びに応じた情
報を提供する．任意の文字列を指定して翻訳や Web 検
索などを行うことができ，これを我々は「環境中テキス
トのリンクアンカー化」と呼ぶ．情報はテキストによ
るものに限らず，画像や音声といったマルチメディアの
サービスも可能であり，近年多機能化している携帯電話
のように新たなサービス配信ツールとしての発展が期待
できる．
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図 1 アプリケーションの概要

2. 高速文字認識の特色

今回，高速なカメラベース文字認識には我々が提案し
た手法 [1] を用いる．この手法では射影歪みに頑健な認
識を実時間で行うことができ，サーバーを用いた場合 1
秒間に約 200 文字が認識できることを確認している．市
販の Web カメラとノートパソコンでもインタラクティ
ブなインタフェースが実装可能であり，手軽に持ち運ん
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図 2 レイアウトの例

で環境中の文字から情報を得ることができる．また，こ
の手法では 1 文字単位で認識を行っており，文字の並び
や方向が揃っていなかったり文書内に複数の文字サイズ
や字体が存在していたりしても認識に影響しないという
利点を持つ．これにより，図 2 のような並びの文字でも
リアルタイムに，また斜めから撮影しても認識が行える．
提案システムは環境中のあらゆる文字列を利用できる

が，同じ文字列でも書かれている場所やレイアウトに
よって文字の持つ意味が異なり，それに応じて提示すべ
き情報が変化することが考えられる．文字列の識別レベ
ルは複数考えられるが，そのうちの 3 つについて述べ
る．1 つ目は同じ文字列は全て同じ意味を持つという考
え方である．例えば図 3(a)のように異なるレイアウト
でも文字列が同じ “Osaka Prefecture University” であ
れば同じ情報が提供される．2 つ目は文字列とそのレイ
アウトの組み合わせが意味を持つという考え方である．
この場合，図 3(b) のように同じ文字列でもレイアウト
が違えば別の情報が提示される．3 つ目は文字列が書か
れている場所が意味を持つという考えである．この場合，
図 3(c) のように雑誌に書かれている場合は Web ペー
ジ，看板に書かれている場合は案内図，のように変化す
る．ここで，SIFT [2] のような特徴量を用いた画像認識
システムを考えると，同じ画像かどうかを識別するため，
同じ並びの同一文字列のみが同じ意味を持つとしか解釈
されない．提案システムでは様々な識別レベルを持つこ
とができ，柔軟な情報提供が行える．本稿では先述の 3
種類の識別レベルのうち，最初の 2 つのレベルで識別で
きるようにした．他にも字体ごとに提供する情報を変え
るという方法が考えられる．

3. デモの概要

ここではデモとして環境中の文字を認識して関連情報
を提供するシステムを紹介する．装置は図 1 のようにイ
ンタフェースを実装したノートパソコンに市販の Web
カメラを接続したものである．
デモではユーザに提示する情報として翻訳，画像表示，

Web リンク，音声案内の機能を実装した．翻訳は図 3(a)
の認識レベル，それ以外は図 3 の (a) と (b) の 2 種類
の認識レベルで情報を提供する．翻訳の機能は外国への
旅行中に看板に書かれた文章の意味が分からない場合な
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図 3 識別レベルの例

どに役立つ．従来は辞書で 1 単語ずつ調べるのに対し，
提案システムでは撮影だけで翻訳語が提示されるため非
常に便利である．Web リンクの機能は環境中の文字列
を撮影すれば URL を入力することなく関連サイトにア
クセスできる．QR コードも URL を入力せずにアクセ
スできるが，あらかじめ貼り付けた限定的な媒体にしか
利用できない．しかし，提案システムではそのような制
約が無く，利便性が向上する．また，音声や画像を貼り
付けることもでき，メッセージや音楽を再生することで
宣伝媒体などとしての利用が期待できる．提案システム
では動物に関する記事に対して鳴き声や写真をリンクさ
せた．
キャプチャ画面に含まれる文字列を認識して全ての情
報を提供することもできるが，その場合ユーザにとって
は雑多な情報を受け取ることになり，たとえ即応性があっ
たとしても不便である．そこで，提案手法ではユーザー
にとって有益な情報のみを取り出せるよう，任意の文字
列を選択して関連情報が得られるようにした．選択はマ
ウスでクリックする方法の他，カメラのアクションを利
用する方法がある．これはトラッキングを用いてカメラ
の動きを追跡し，円を描いたり振ったりすることでユー
ザーの意思が伝えられるという直感的なインタフェース
である．
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